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ギリシア語の通時的音韻変化を記述・説明するための予備的考察 
京都大学大学院・文学研究科 行動文化学専攻 博士課程 1 年 齋藤有哉 

 

1 序論 

 本稿はギリシア語の通時的変化を記述することを第一の目的とする。また、基本的には

文献の残る古代語（とりわけ古典期アッティカ方言およびコイネー）から現代標準語に至

る過程を考察の対象とするものである。 

 

2 本論 

 古代ギリシア語は、古典期には音の高低によって語（句の境界）を弁別する、いわゆる

ピッチアクセントであったとされる。このことは文献（それも、後代の文法家の手になる

もの）への記載からしか確認できないため、真偽のほどは確定的ではないが、記述の内容

がピッチ差の度数を示すなど具体的であるため基本的には受け容れられている。 

 この通説に従えば、ギリシア語はその歴史の中でアクセントの音声実体を音の高低から

音の強弱へと変化させたことになる。このような音声・音韻変化は分節音の分布からの推

測でしか跡付けられないことが多く、この点では確かにギリシア語もその分布に一定の変

化を見せている。もちろんこのことは音声というメディアの性質上原理的にやむをえない。

一方で、重要なことは、ギリシア語はアクセントの音声実体や分節音の分布とは異なり、

アクセントの位置という観点からは極めて保守的であることである。以下に動詞アクセン

トの比較を挙げるが、古代には音韻的に決定可能とみなされているアクセントが現代では

語彙的にしか指定できない。 

(1) αγαπάω / αγαπῶ (古代語) 

 αγαπώ /αγαπάω (現代語) 

ここにみられる定動詞のアクセントは語末の音節量から自動的に導かれる。しかし、現代

語のアクセントは語彙的に「古代語では母音語幹であった動詞」と指定するしかない。こ

のことは古代においては不必要であった情報をもレキシコンに記載してまでも、古代語の

アクセント位置を保存しているといえる。 

 また、上記に関連して、clitic（以下、接語とする）のアクセントにおいても古代語と同

様の規則（ないし制約）が存在していると考えられる。すなわち、以下のアクセントをと

る。 

(2) ὁ ἄνθρωπός τις (古代語) 

 το ποδήλατό μου (現代語)                      (Δημήτρης 2005: 44) 

これは、アクセントの変化に伴う分節音の歴史的変遷と合わせて考える必要があると思わ

れる。なぜならば、音韻的な音節量の対立が失われたことに伴い、同じ制約が働いている

と思われるこの現象に対し、現代標準語ではきわめて単純な定式化を与えることが可能だ

からである。 



 以上のことから、ギリシア語のプロソディの通時的変化はそれに伴う分節音の変化と軌

を一にするものであることがわかる。一方で、それにもかかわらずアクセント実現はピッ

チからストレスに推移したとされている。ただし、そもそも現代ギリシア語における広義

の、プロソディ実現において、強勢位置とピッチの上昇はほぼ例外なく一致するという事

実に注意することが必要であると考えられる。そして、これに付随して興味深いことは、

現代ギリシア語学習者のしばしば犯す間違いに強勢音節以降全ての音節（ないしモーラ）

のピッチが上昇し続けることがあるが、ギリシア人の発音は明らかにそれとは異なる。す

なわち、強勢音節が、そしてそこのみがピッチの上でも上昇を示していることになる。 

これは、古代語のアクセント実現自体が実際にピッチアクセントであったかどうかにつ

いて多大な考察の余地を与えてくれるものであるように思われる。ストレスアクセント言

語では音節量が非弁別的である傾向が指摘されることもあるが、実際にはそれに必ずしも

従わない言語も多数存在する。とはいえ音節量対立が体系の極めて広範囲にみられること

から、ただちに古代ギリシア語がそのような言語に含まれるとは考えにくいが、アクセン

トの在り方自体は極めて多くの制約を受けていることから、広い可能性を視野に入れ続け

る必要がある。 

 

3 結論 

 以上の考察から今後に対して言えることは、ギリシア語の音韻変化の歴史をたどること

は、歴史的に残る最古級の言語であるという点からもそれ自体が興味深いが、さらにそも

そもピッチアクセントとストレスアクセントという類型の違いが言語学的にいかなる意味

を持つものなのか、そしてアクセントとイントネーションという一般的には区別される 2

種類の超分節素の機能的側面に対して、その区別の本質に迫る端緒を与えてくれるといっ

た、理論的貢献も大きなものがあるように思われる。 

 最後ではあるが、このような調査の機会を与えてくれた京都大学教育・研究振興財団に

篤く感謝申し上げる。 
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